
アスリート委員会の活動
に関するアンケートの結果

WEBアンケート、調査期間2023.9.27~10.22



この度はアスリート委員会の活動を知っていただくた
めの活動報告と、より充実した活動に取り組んでいく
ためのアンケートを実施しました。

今回のアンケートの結果をご報告させて頂きます。
ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

全日本アーチェリー連盟

アスリート委員会



属性
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男性:106
女性:41

10代:15
20代:27
30代:21
40代:21
50代:25
60代以上:38
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147件の回答
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アスリート委員会の紹介資料について
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約88%の人に
理解して頂けた



課題はあるが、
おおよそ年代と
競技歴に偏りなく
理解して頂けた

アスリート委員会の紹介資料について
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紹介資料について

とても良く分かった ある程度分かった あまり分からなかった 全く分からなかった



これまでのアスリート委員会の活動内容にについて
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約80％が
肯定的な印象を
持っていた



これまでのアスリート委員会の活動内容にについて
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男 女 10代 20代 30代 40代 50代 60代 0-5 6-10 11-15 16-20 21-

これまでの活動について

とても良いと思う まあまあ良いと思う あまり良くないと思う 全く良くないと思う 分からない

年代、競技歴に
偏りなく肯定的な
回答が多かった



今後のアスリート委員会の活動について
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約85％に
期待して頂いている



今後のアスリート委員会の活動について
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男 女 10代 20代 30代 40代 50代 60代 0-5 6-10 11-15 16-20 21-

今後の活動について

とても期待している ある程度期待している あまり期待できない 全く期待できない 分からない

年代、競技歴に

偏りなく高い期待
を受けていること
が分かった



各カテゴリーと回答の割合
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紹介資料について これまでの活動について 今後の活動について

カテ
ゴリ

回答
数

とても良く分
かった

ある程度分
かった

あまり分から
なかった

全く分からな
かった

とても良いと
思う

まあまあ良い
と思う

あまり良くな
いと思う

全く良くない
と思う

分からない
とても期待し
ている

ある程度期待
している

あまり期待で
きない

全く期待でき
ない

分からない

男 106 24% 64% 9% 3% 29% 50% 9% 2% 9% 45% 41% 8% 4% 3%

女 41 29% 59% 10% 2% 37% 49% 2% 0% 12% 56% 27% 15% 0% 2%

10代 15 33% 67% 0% 0% 40% 53% 7% 0% 0% 53% 40% 7% 0% 0%

20代 27 22% 74% 4% 0% 33% 52% 7% 0% 7% 52% 33% 11% 4% 0%

30代 21 29% 62% 5% 5% 38% 33% 14% 5% 10% 57% 14% 19% 5% 5%

40代 21 29% 57% 14% 0% 24% 62% 5% 5% 5% 52% 38% 5% 5% 0%

50代 25 28% 64% 4% 4% 40% 44% 8% 0% 8% 60% 32% 4% 0% 4%

60代 38 18% 55% 21% 5% 21% 53% 5% 0% 21% 29% 53% 11% 3% 5%

0-5 35 20% 77% 0% 3% 40% 49% 3% 0% 8% 60% 37% 3% 0% 0%

6-10 29 24% 69% 7% 0% 31% 55% 7% 0% 7% 52% 34% 10% 0% 3%

11-15 21 33% 43% 19% 5% 38% 29% 10% 5% 19% 43% 29% 14% 10% 5%

16-20 16 19% 63% 19% 0% 25% 38% 25% 6% 6% 38% 38% 19% 6% 0%

21- 46 28% 57% 11% 4% 24% 61% 4% 0% 11% 43% 41% 9% 2% 4%

1st

2nd

多い回答の分布



今後のアスリート委員会の活動として期待している事
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最も多かったのは普及に
関することであった

次に広報に関することが
多かった

37%
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今後の活動に期待していること

普及

広報

育成選手の役割拡大

選手に直接関係

スポーツ教育

ドーピング

国際交流

社会貢献

ロールモデル

その他

75件の回答



頂いたご意見に対して
※一部抜粋
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1. 普及について

頂いた意見
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アスリート委員会からの回答

➢ 小中学生対象の普及活動

➢ 壮年者へのアーチェリーの普及

➢ 各年代、社会人アーチャー、サンデーアーチャー、ファミリーアーチャーなど

の底辺をしっかりと広げる事が重要と思います。

➢ コンパウンド、ベアボウをリカーブと同レベルで普及活動を希望します。

➢ コンパウンド・ベアボウの活性化

A. より普及活動が活発になるように提案をしていきます。

A. これまでの活動をより良くしたり、新しい活動にもつながるよう意見を挙

げていき現役選手としても積極的に協力していくつもりです。

A. アスリート委員会としても同様に課題に感じているのでコンパウンドとベ

アボウの普及に関しても意見を挙げたいと考えています。



2. 広報について

頂いた意見
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アスリート委員会からの回答

➢ アスリート委員会を知ってもらう広報が不足。今回の資料も不足と思う。

➢ アスリート委員会の活動状況の見える化に期待します。

➢ 委員会としての活動の内容が周知されていないので、活動の成果や連

盟との協議で実現しなかったことを発信して頂けるとより理解が深まると

思います。

➢ 今年の全日本選手権はファイナルを別会場で行って装飾もちゃんとされ

ていたので、動画配信で形に残るようにした方が良かったように思う。この

見た目であればより全日に出たいとなり、普及にも繋がるように思えた。

動画はアーカイブに残って、いつまでも残る形式が望ましい。

➢ 国際大会参加時により多く写真や動画等で発信すること。憧れの場所、

自分もここで戦ってみたいと言う気持ちになりやすい。

A. アスリート委員会としても以前から課題に感じており、何らかの形で皆さ

んに活動報告をする機会を増やしていきたいと考えています。

A. 非常に貴重な意見だと感じております。よりSNS等を活用してアーチェ

リーの魅力を発信していけるよう提案をさせて頂きます。



3. その他のご意見

頂いた意見
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アスリート委員会からの回答

➢ トップレベルの選手と交流できる機会がもっと増えれば嬉しい。

➢ もっと気楽な雰囲気でのジュニア選手からのＱ＆Ａの場を設けて頂けま

すと、アーチェり―基盤の底上げにも繋がると思います。是非、日本の

アーチェリーを盛り上げて頂きたいと思いますのでこれからも応援いたしま

す。頑張ってください！！

➢ 学生（大学・高校・中学生）向けに、社会人選手として競技を続ける

モデルケースやロールモデルなどの紹介する場が欲しい。私の地域は、卒

業後の学生が競技を続けるケースが非常に少なく、競技人口の底上げ

方策を模索中です。

A. 応援の言葉も頂き感謝しております。アスリート委員会でも、これまで

の連盟の活動に加えて更に交流ができるような企画を考えております。

実現できるように頑張ってまいります。

A. 競技の離脱率を下げることも重要な普及活動だと認識しています。こ

れまでにないアプローチが必要になると思いますので意見を出し合い何

か方法を考えたいと思います。



最後に

アスリート委員会として初めての試みでしたが、貴重なご意
見を多数頂くことで今後より選手の求める活動につなげてい
くことができると感じています。

アスリート委員会としての活動の範囲を超える意見もあり全
てにはお応えできませんが、貴重な意見として連盟にお伝え
させて頂きました。

今後もより良いアーチェリー界の実現のために頑張って参り
ますので、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
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